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� � �鹿部小学校鹿部小学校鹿部小学校鹿部中学校
� �２年　わかば学級５年２組養護教諭ひまわり学級
� � �千葉県柏市埼玉県北斗市函館市

� � � � �

� � � �

　明るく元気な子どもた
ちの笑顔からたくさんの
パワーをもらってがんば
りたいです。

　前任校が少人数の複式校
だったこともあり、緊張の
なか迎えた始業式・入学式
でしたが、明るくて元気の
よい挨拶、あたたかくひと
なつっこい子ども達の様子
にとても嬉しくなりました。
お子さん達と早く仲良くな
り、力を合わせて居心地の
いい学級をつくっていきた
いと思います。

　ゆっくり、じっくり、
ていねいに、こどもたち
と向き合っていきたいと
思います。

　素直でまっすぐに、あ
いさつを返してくれるこ
とにとても好感が持てま
した。
　又、部活にも一生懸命
で、ひたむきに取り組む
姿に感動しています。
　このまま、まっすぐに
成長していってほしいと
思いました。そのために
力を尽くします！

� �フライフィッシング食べ歩き、読書旅行映画鑑賞、スポーツジムトレーニング
� �早喰い－－映画、カラオケ、英会話

� � � �

� � � �

　のんびりしていて、お
だやかで、とてもいい町
だと思いました。

　渡島富士ともよばれる駒
ヶ岳の美しさに感動しなが
ら通勤しています。両親が
退職後、住居をかまえてい
ることもあり、数年前から
落ち着いたいい雰囲気の町
だと思っていました。日本
海にくらべ、噴火湾はおだ
やかです。

　鹿部町からの駒ヶ岳を
見て、イメージが新たに
なりました。
　どっしり、雄大。

　静かでおだやかな落ち
着いた町だと感じました。
特に駒ヶ岳が雄大で圧倒
されそうでしたが、噴火
したら大変だなと思いま
した。

� � � � � �ホタテ・タラコホタテ、タラコ、タコ、ソイアワビ（ほとんど好きです）－
� � � � �森町立さわら小学校乙部町立姫川小学校知内町立中の川小学校江差町立江刺中学校
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� � �鹿部小学校鹿部中学校
� �教　頭教　頭
� � �千歳市北檜山町

� � � � �

� � � �

明るく元気な子どもたちに会えました。
きっと

�っかりしたあいさつができ
�がやいた目を持ち
�んきょうやスポーツが大好きな子どもたちだと
思います。

　トイレ掃除を一緒にやっています。意欲的に一生
懸命取り組んでいる姿は素晴らしいです。素直さと
明るい元気な挨拶は人が生きる上でとても大切なポ
イント。いつまでもこれをもち続けることができる
人間であってほしい…そんな願いを子どもたちに期
待して毎日ふれ合ってます。

� �テニス、ゴルフスポーツ鑑賞
� �－風邪をひかないこと

� � � �

� � � �

・前に住んでいた森町赤井川から随分近いんだなあ
と思いました。
・学校の玄関を出ると雄大な駒ケ岳が見え、感激し
ました。
・決まった時刻に音楽が流れるのでびっくりしまし
た。

広い！駒ケ岳が美しい。
色々な設備が整っている所。

� � � � � �なまこ、ほや、ほたて、たこ、いか・・何でも大好き
� � � � �森町立赤井川小学校七飯町立大沼中学校
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� � �鹿部中学校鹿部中学校鹿部中学校鹿部中学校しかべ幼稚園
� �３年生副担任　全学年保健体育特別支援学級１年Ａ組担任、英語事務職員３歳児　みかん組担任
� � �今金町八雲町函館市東京都七飯町

� � � � �

� � � �

　スポーツなどを通し
て、一生懸命がんばる
大切さを伝えたいと思
います。

　明るく、元気な生徒
のみなさんと楽しく、
行事に勉強に取り組み
たいと思います。

　一日でも早く子ども
たちのことを知り、子
どもたちと充実した学
校生活を送りたいと思
っています。

　自然体を心がけて接
したと思います。
　明るく元気な生徒た
ちで、とても楽しみで
す。

　子どもたちが小さな
事でも「やってみたい」
「こうなってみたい」
と、目標や理想を見つ
けられるようなふれあ
いをしていきたいです。

� �スポーツ（特にスキー）ドライブ魚釣り、子守旅行、読書スポーツ観戦
� �すぐ寝ることができる－－どこでも寝ることができます水泳

� � � �

� � � �

　ここが盛田投手(元
プロ野球選手)の出身
地かあ。潜在能力の高
い生徒が多いんだろう
なあと思いました。

　海あり、山ありの自
然に恵まれた所だなぁ
と思いました。また着
任あいさつでも地域と
かかわりが強いんだと
感じました。

　前に太平洋、後ろに
駒ケ岳という自然に恵
まれた土地であり、幼
小中と連携した教育熱
心な町であると感じて
おります。

　素晴らしい海と山が
あり、雄大な自然に恵
まれた町だと感じまし
た。

　鹿部には、小さい頃
から何度も来たことが
あるので、とても親し
みの持てる町だと思い
ます。

� � � � � �サバ、マグロ、イカイカ、ホタテカレイホタテ、イカ、タコエビ、ホタテ
� � � � �七飯町立七飯中学校北海道教育大学付属特別支援学校松前町立松前中学校福島町立福島中学校新任

　皆様の生活が快適にな
るように、土木工事を通
じて貢献できるように努
力します。

　町民皆様の健康増進の
ために頑張ります。
　鹿部の海で釣りにチャ
レンジしたいです。
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い
ず
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し 

ろ
う

　鹿部町のため、一つひ
とつの業務を習得し、プ
ロ意識をもって勤めてい
きたいと思います。
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ま
つ 

か
わ 

こ
う 

じ

　鹿部町の皆様のために、
丁寧な仕事を心がけてい
きたいです。
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ま
い
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鹿
部
町
の
職
員
定
数
を
現
行

の
１
０
２
名
か
ら　

名
に
改
正

７７

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

現
行
条
例
か
ら
準
職
員
、
嘱
託

職
員
、
臨
時
職
員
を
削
除
し
、

新
た
に
再
任
用
短
時
間
勤
務
職

員
を
定
数
に
加
え
、
休
職
者
、

育
児
休
業
者
、
１
年
以
上
の
研

修
者
や
公
益
法
人
へ
の
派
遣
職

員
は
定
数
外
と
さ
れ
る
規
定
と

休
職
者
の
復
職
、
育
児
休
業
者
、

研
修
職
員
の
復
職
の
際
に
定
数

に
過
員
が
生
じ
た
場
合
の
規
定

を
新
た
に
追
加
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。
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職
員
の
出
張
に
つ
い
て
は
、

公
用
車
を
利
用
す
る
こ
と
が
原

則
で
あ
り
ま
す
が
、
公
用
車
が

無
い
場
合
な
ど
は
、「
私
有
車

の
公
務
使
用
規
程
」
に
よ
り
、

許
可
さ
れ
た
私
有
車
の
利
用
を

認
め
て
お
り
ま
す
が
私
有
車
を

利
用
し
た
場
合
の
旅
費
支
払
い

規
定
が
本
条
例
本
則
に
無
い
事

か
ら
、
そ
の
条
項
を
追
加
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。
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平
成　

年
４
月
か
ら
「
後
期

２０

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
の
後
期

高
齢
者
医
療
事
業
」
が
執
行
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
本
条
例
の
一

部
改
正
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
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こ
の
条
例
は
、
避
難
所
の
一

つ
で
あ
り
ま
す
鹿
部
小
学
校
へ

非
常
用
発
電
設
備
を
設
置
す
る

目
的
と
し
て
、
電
源
立
地
地
域

対
策
交
付
金
を
積
立
て
す
る
た

め
に
制
定
し
た
基
金
条
例
で
あ

り
ま
す
が
、
平
成　

年
１
月　

２０

２５

日
に
工
事
が
完
了
し
、
設
置
目

的
が
終
了
し
た
こ
と
か
ら
本
条

例
を
廃
止
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。
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現
在
、
０
歳
か
ら
小
学
校
入

学
前
ま
で
の
６
歳
を
対
象
に
医

療
費
の
助
成
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
が
、
平
成　

年
４
月
１
日

２０

か
ら
中
学
校
を
修
了
す
る
年
度

末
ま
で
拡
大
す
る
た
め
本
条
例

を
改
正
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

増減率増減額１９年度２０年度
　　　　　　　年度別
会計別　　　　　　　

４．０％９５，０００２，４００，０００２，４９５，０００一般会計
▲ ０．３％▲ ２，０００７８０，０００７７８，０００国民健康保険

特
別
会
計

▲ ８８．０％▲ ４４０，０００５００，０００６０，０００老人保健事業
１．８％３，８６８２１４，３５５２１８，２２３介護保険事業

－－－３８，３５４後期高齢者医療
▲ ２９．３％▲ ４３８，１３２１，４９４，３５５１，０５６，２２３小　　計
▲ １．３％▲ １，４２７１０７，９１３１０６，４８６収 益 的 収 入水

道
事
業
会
計

▲ １．９％▲ １，９３７９９，３９１９７，４５４収 益 的 支 出
０．０％０１１資 本 的 収 入
２４．４％１３，２３８５４，３１２６７，５５０資 本 的 支 出

�������	
�������� �����

�������	
�������������������

　新規事業及び漁港整備負担金等の増により、前年度当初対比で４．０％の増額となりました。
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本
条
例
の
根
拠
法
令
が
「
老

人
保
健
法
」
か
ら
「
高
齢
者
の

医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
」

に
移
行
さ
れ
る
こ
と
か
ら
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。
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健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、

葬
祭
費
の
支
給
に
関
わ
る
取
扱

い
に
つ
い
て
、
他
の
健
康
保
険

者
か
ら
給
付
さ
れ
た
場
合
に
重

複
支
給
を
防
止
す
る
規
定
を
新

た
に
加
え
、
平
成　

年
４
月
か

２０

ら
医
療
保
険
者
に
実
施
が
義
務

づ
け
ら
れ
た
特
定
検
診
と
保
健

指
導
の
事
業
を
行
う
た
め
、
本

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。
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介
護
保
険
料
の
激
変
緩
和
措

置
を
平
成　

年
度
も
継
続
す
る

２０

旨
の
政
令
が
国
か
ら
示
さ
れ
ま

し
た
の
で
、
更
に
１
年
間
、
保

険
料
の
激
変
緩
和
措
置
を
行
う

た
め
の
改
正
と
、
督
促
状
を
発

布
す
る
期
間
を
現
行
の
「　

日
３０

以
内
」
か
ら
「　

日
以
内
」
に

２０

改
め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
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後
期
高
齢
者
医
療
の
普
通
徴

収
の
納
期
、
及
び
保
険
料
の
額

の
通
知
、
そ
の
他
、
徴
収
に
関

す
る
事
項
等
を
町
の
条
例
で
定

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か

ら
、
本
条
例
を
制
定
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。
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平
成　

年
度
か
ら
「
幼
稚
園

２０

の
預
か
り
保
育
」
が
開
始
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
本
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
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歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
千
１

百　

万
６
千
円
を
減
額
し
、
予

４８
算
総
額　

億
９
千　

万
２
千
円

２４

９９

と
し
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
予
算
の
精
査
及
び

工
事
請
負
費
等
の
入
札
減
を
始

め
、
各
科
目
の
執
行
見
込
み
に

よ
る
減
額
で
あ
り
ま
す
。
一
方

で
追
加
は
平
成　

年
度
か
ら
執

２０

行
さ
れ
る
後
期
高
齢
者
医
療
に

関
連
し
た
徴
収
シ
ス
テ
ム
改
修

費
４
百　

万
２
千
円
の
追
加
、

５９

国
営
農
地
開
発
事
業
負
担
金
３

百　

万
８
千
円
の
追
加
と
燃
料

４０
費
高
騰
に
伴
う
施
設
暖
房
費
の

追
加
が
主
な
も
の
で
す
。
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歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
千
１

百　

万
円
を
追
加
し
、
予
算
総

３２
額
８
億
９
千
７
百
万
円
と
し
ま

し
た
。

　

内
容
は
、
執
行
見
込
み
に
よ

る
予
算
の
精
査
と
医
療
費
の
増

加
に
伴
い
保
険
給
付
費
６
千
１

百　

万
４
千
円
を
追
加
し
た
も

７７
の
で
す
。
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歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
千
２

百　

万
８
千
円
を
減
額
し
、
予

３４
算
総
額
４
億
７
千
３
百
万
円
と

し
ま
し
た
。
内
容
は
、
医
療
費

の
見
込
み
精
査
に
よ
る
減
額
が

主
な
も
の
で
す
。
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保
険
事
業
勘
定
で
は
、
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
千
１
百　

万
７７

５
千
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額

２
億
円
と
し
ま
し
た
。

　

サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定
に
お
い

て
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ　
５０

万
５
千
円
を
減
額
し
、
予
算
総

額　

万
円
と
し
ま
し
た
。

８５

　

い
ず
れ
も
、
予
算
の
精
査
と

執
行
見
込
に
よ
る
減
が
主
な
も

の
で
す
。
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鹿
部
町
老
人
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営
を
指
定

管
理
者
に
行
わ
せ
る
も
の
で
す
。

指
定
す
る
管
理
者
の
名
称
は
、

社
会
福
祉
法
人
渡
島
福
祉
会
、

管
理
を
行
わ
せ
る
期
間
は
、
平

成　

年
４
月
１
日
か
ら
平
成　

２０

２１

年
３
月　

日
ま
で
の
１
年
間
で

３１

す
。
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当
町
の
し
尿
、
浄
化
槽
汚
泥
、

及
び
資
源
ご
み
の
処
理
に
つ
い

て
は
、
森
町
へ
委
託
し
て
お
り

ま
す
が
、
廃
棄
物
の
処
理
及
び

清
掃
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、

平
成　

年
度
の
ゴ
ミ
処
理
事
務

２０

の
委
託
に
つ
い
て
議
会
の
議
決

を
求
め
た
も
の
で
す
。
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駒
ケ
岳
演
習
場
障
害
防
止
対

策
工
事
（
押
出
沢
砂
防
工
事

そ
の
２
）
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１
億
５
千
９
百
７
万
５
千
円
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吉
建
設
株
式
会
社

　

次
の
意
見
書
を
可
決
し
、
関

係
省
庁
等
へ
提
出
し
ま
し
た
。
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�

�【
提
出
先
】

　

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長

　

内
閣
総
理
大
臣
、
総
務
大
臣

　

財
務
大
臣
、
国
土
交
通
大
臣
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ど
う
あ
る
べ
き
か
等
、
観
光
全

般
に
わ
た
り
、
職
員
に
よ
る
検

討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
委
員
会
で
の

検
討
内
容
を
見
な
が
ら
、
今
後

は
関
連
す
る
町
内
各
種
団
体
等

と
連
携
を
深
め
た
形
に
移
行
し
、

鹿
部
町
の
観
光
に
つ
い
て
の
展

望
を
見
出
し
て
参
り
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
平
成　

年
１９

　

月
の
定
例
議
会
の
一
般
質
問

１２で
も
答
弁
し
ま
し
た
が
、
今
後

の
道
南
地
域
は
、
五
稜
郭
タ

ワ
ー
の
新
設
、
東
日
本
フ
ェ

リ
ー
の
最
高
速
フ
ェ
リ
ー
「
レ

ラ
」
の
就
航
、
更
に
は
、
北
海

道
新
幹
線
の
新
函
館
駅
ま
で
の

開
通
に
よ
り
道
南
観
光
は
今
後

発
展
性
が
大
い
に
あ
る
と
思
っ

て
お
り
ま
す
し
、
一
方
、
間
歇

泉
公
園
だ
け
を
申
し
上
げ
ま
す

と
、
再
び
訪
れ
る
た
め
の
施
設

づ
く
り
が
最
も
課
題
が
あ
る
と

感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

観
光
は
、
当
町
に
と
っ
て
水

産
関
連
に
次
ぐ
産
業
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
議
員
皆
様
と
協
議

を
し
、
鹿
部
町
の
観
光
振
興
に

つ
い
て
話
し
合
っ
て
参
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
答
弁

と
致
し
ま
す
。

　

道
南
観
光
は
、
脚
光
を
浴
び

る
よ
う
に
な
っ
て
来
て
い
る
が
、

鹿
部
町
の
間
歇
泉
公
園
に
客
を

引
き
付
け
る
よ
う
な
目
新
し
い

も
の
が
な
い
。

　

間
歇
泉
公
園
で
物
産
を
販
売

し
て
い
る
が
、
３
千
円
か
ら
４

千
円
の
物
が
果
た
し
て
良
い
の

か
と
言
う
事
も
あ
る
。

　

町
が
商
品
開
発
に
梃
入
れ
し
、

千
円
以
内
で
気
軽
に
買
え
る
よ

う
な
物
産
の
開
発
も
必
要
と
思

わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
鹿
部
の
一

大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
「
し
か
べ

海
と
温
泉
の
ま
つ
り
」
が
こ
こ

数
年
は
、
内
容
を
圧
縮
し
て
１

日
で
終
了
し
て
い
る
が
、
観
光

を
考
え
た
場
合
に
、
良
い
の
か

と
言
う
事
も
あ
る
。

　

大
岩
地
区
の
三
味
線
滝
も
観

光
の
一
つ
で
す
が
、
安
全
面
を

考
慮
し
た
工
事
を
実
施
し
た
こ

と
よ
り
、
景
観
が
損
な
わ
れ
て

い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
、
工
事
を
実
施

す
る
前
に
議
会
に
相
談
が
あ
っ

て
も
然
る
べ
き
で
あ
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
関
係
機

関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
間
歇

泉
公
園
に
代
わ
る
何
か
魅
力
あ

る
も
の
で
人
を
集
め
る
よ
う
な

考
え
方
を
色
々
な
中
で
協
議
し

て
戴
き
た
い
。

　

報
道
機
関
等
に
よ
り
ま
す
と

道
南
観
光
に
つ
い
て
は
、
苦
戦

し
て
い
る
と
言
う
事
で
あ
り
ま

す
。

　

そ
の
影
響
が
間
歇
泉
公
園
の

入
場
者
減
に
つ
な
が
っ
て
い
る

も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

新
し
い
商
品
開
発
に
つ
い
て

は
、
漁
組
、
加
工
場
等
の
協
力

が
必
要
と
な
り
ま
す
が
物
産
協

会
の
総
会
の
中
で
町
も
応
援
す

る
の
で
是
非
作
っ
て
戴
き
た
い

と
言
う
様
な
話
し
を
し
て
お
り

ま
す
。

　

し
か
べ
海
と
温
泉
の
ま
つ
り

の
日
程
の
関
係
で
す
が
、
実
行

委
員
会
で
決
定
す
る
事
で
あ
り

ま
す
の
で
、
実
行
委
員
会
で
議

論
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
三
味
線
滝
の
関

係
で
す
が
、
事
前
に
水
産
経
済

課
に
連
絡
が
あ
っ
た
と
言
う
事

で
あ
り
ま
す
。
今
後
は
、
議
員

の
方
へ
も
逐
一
報
告
し
て
参
り

た
い
と
思
っ
お
り
ま
す
。

魅
力
あ
る
鹿
部
の
観
光
と
言
う

事
で
す
が
、
関
連
す
る
関
係
団

体
と
連
携
図
り
な
が
ら
協
議
を
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鹿
部
町
の
将
来
的
観
光
に
つ

い
て
、
お
伺
い
を
致
し
ま
す
。

　

し
か
べ
間
歇
泉
公
園
を
軸
に

し
た
観
光
施
設
を
考
え
て
い
る

よ
う
で
す
が
、
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
展
開
を
し
て
い
く
の
か
、

お
伺
い
致
し
ま
す
。

　

た
だ
い
ま
の
竹
ケ
原
議
員
の

一
般
質
問
に
お
答
え
を
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
執
行
方
針
で

２０

も
述
べ
て
お
り
ま
す
が
、
鹿
部

町
の
将
来
の
観
光
に
つ
い
て
、
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し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
議
会
の
方
で
も
、

あ
る
時
期
に
、
観
光
特
別
委
員

会
み
た
い
な
も
の
を
設
置
し
て

戴
い
て
、
私
共
と
一
緒
に
協

議
・
検
討
し
て
戴
き
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

町
長
の
公
約
に
「
小
さ
な
町

で
も
未
来
に
光
の
見
え
る
町
づ

く
り
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ

３
年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
そ

の
成
果
と
今
後
の
考
え
方
に
つ

い
て
、
お
伺
い
を
致
し
ま
す
。

　

竹
ケ
原
議
員
の
一
般
質
問
に

お
答
え
致
し
ま
す
。

　

私
も
町
長
に
就
任
し
て
、
こ

の
２
月
で
３
年
を
経
過
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
現
在
も
そ
の
責

任
の
重
さ
を
痛
感
し
、
緊
張
し

な
が
ら
仕
事
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

３
年
前
に
立
候
補
し
た
と
き

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
、
た
だ

今
竹
ヶ
原
議
員
が
言
わ
れ
ま
し

た
様
に
「
小
さ
な
町
で
も
未
来

に
光
が
見
え
る
町
づ
く
り
」
を

掲
げ
当
選
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、
一
方
で
は
、「
鹿
部
町

は
今
、
渡
島
管
内
で
も
一
番
人

口
の
少
な
い
町
と
な
り
ま
し
た

が
、
小
さ
け
れ
ば
小
さ
い
な
り

に
身
の
丈
に
あ
っ
た
や
り
方
、

施
策
、
町
政
も
あ
る
。」
と
こ
の

よ
う
な
こ
と
を
基
本
と
し
て
行

政
を
推
進
し
て
行
き
た
い
と
話

を
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

ま
ち
づ
く
り
施
策
と
し
て
、

６
つ
の
テ
ー
マ
に
取
り
組
む
こ

と
と
し
、
一
つ
目
と
し
て
町
財

政
の
改
革
推
進
、
駒
ケ
岳
の
防

災
対
策
の
促
進
、
ゴ
ミ
の
減
量

化
と
ゴ
ミ
の
な
い
ま
ち
づ
く
り

促
進
、
水
産
業
・
観
光
の
振
興
、

福
祉
施
策
の
堅
持
、
鹿
部
ら
し

い
教
育
づ
く
り
の
促
進
と
言
う

事
で
、
お
話
を
し
て
き
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
を
申
し
上

げ
ま
す
が
、
そ
の
前
に
、
議
員

ご
承
知
の
と
お
り
、
他
町
と
の

合
併
協
議
を
し
て
参
り
ま
し
た

が
、
平
成　

年
７
月
に
合
併
協

１６

議
が
破
綻
致
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
当
面
は
合
併
を
し

な
い
で
単
独
で
行
政
を
進
め
て

行
く
と
言
う
基
本
方
針
の
も
と
、

議
員
と
も
確
認
を
し
な
が
ら
行

政
運
営
を
し
て
き
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　

始
に
、
町
財
政
の
改
革
推
進

で
あ
り
ま
す
が
、
行
政
運
営
を

進
め
て
行
く
中
で
交
付
税
の
減

額
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
財
政

的
に
大
変
厳
し
い
状
況
か
ら
、

平
成　

年
度
を
行
財
政
改
革
元

１７

年
と
し
て
位
置
づ
け
、
今
後　
１０

年
間
の
推
計
を
立
て
、
議
会
、

そ
し
て
町
民
の
皆
様
の
ご
理

解
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き
行
財

政
改
革
を
強
力
に
進
め
て
参
っ

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

現
状
と
し
て
も
、
国
や
北
海

道
の
今
後
の
動
向
が
今
だ
不
明

で
あ
り
ま
す
が
、
今
後
も
行
財

政
改
革
を
進
め
な
が
ら
、
そ
の

効
果
を
今
後
の「
ま
ち
づ
く
り
」

に
活
か
し
て
参
り
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

次
に
、
防
災
対
策
で
は
、
継

続
し
砂
防
・
防
災
工
事
を
行
っ

て
お
り
ま
す
し
、
平
成　

年
度

１７

か
ら
３
年
間
か
け
て
防
災
行
政

無
線
を
更
新
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　

今
後
と
も
関
係
機
関
に
対
し

要
望
活
動
を
続
け
、
町
民
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
を

行
っ
て
参
り
ま
す
と
共
に
、
災

害
は
い
つ
起
こ
る
か
分
か
り
ま

せ
ん
の
で
、
引
き
続
き
防
災
訓

練
・
防
災
教
育
を
実
施
し
て
参

り
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
み
の
減
量
化
に
つ

い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
課
題
も
あ

り
今
後
も
重
点
事
項
と
し
て
取

り
組
み
ま
す
。
当
面
の
課
題
と

し
て
は
、
ゴ
ミ
の
減
量
化
を
行

う
た
め
の
分
別
処
理
の
啓
発
促

進
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、
最
終
処
分
場
の
使
用

期
限
も
迫
っ
て
い
る
状
況
下
で

あ
り
ま
す
の
で
新
た
な
る
施
設

建
設
の
た
め
の
財
源
確
保
を
図

っ
て
お
る
と
こ
ろ
で
も
ご
ざ
い

ま
す
。

　

次
に
、
水
産
業
で
は
、
ご
承

知
の
と
お
り
鹿
部
・
本
別
両
漁

港
の
整
備
が
着
実
に
行
わ
れ
て

お
り
、
平
成　

年
度
予
算
に
は

２０

地
元
負
担
金
と
し
て
７
千
７
百

　

万
４
千
円
を
計
上
し
て
お
り

５３ま
す
。

　

今
後
も
、
平
成　

年
度
は
９

２１

千
４
百　

万
７
千
円
、
平
成　

３１

２２

年
度
は
１
億
円
を
超
え
、
１
億

３
千　

万
７
千
円
の
地
元
負
担

２４

金
が
予
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

完
成
後
の
衛
生
管
理
型
漁
港

と
し
て
水
揚
げ
さ
れ
る
魚
介
類

に
付
加
価
値
が
生
ま
れ
、
漁
業

者
の
経
営
安
定
に
つ
な
が
る
こ

と
を
期
待
す
る
と
共
に
、
水
産

振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
今
後
も
、

鹿
部
漁
業
協
同
組
合
と
十
分
話

し
合
い
を
し
、
町
で
協
力
で
き

る
も
の
は
最
大
限
今
後
も
協
力

を
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
観
光
の
振
興
と
言
う
風

な
事
で
あ
り
ま
す
が
、
一
つ
目

の
一
般
質
問
の
回
答
で
こ
れ
を

省
略
さ
せ
て
戴
き
ま
す
。

　

次
に
、
鹿
部
ら
し
い
教
育
づ

く
り
の
推
進
で
す
が
、
先
ず
、

こ
ち
ら
か
ら
こ
れ
を
指
示
す
る

も
の
で
は
な
く
、
教
育
の
現
場

か
ら
の
提
案
が
重
要
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　

そ
の
ひ
と
つ
の
例
を
申
し
上

げ
ま
す
と
、
情
報
教
育
の
機
器

整
備
関
係
で
は
、
他
市
町
村
で

は
、
数
名
に
一
台
の
パ
ソ
コ
ン

配
置
状
況
の
学
校
も
あ
り
ま
す

が
、
鹿
部
町
で
は
、
小
学
校
・

中
学
校
に
お
い
て
、
ク
ラ
ス
全

員
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
同
時

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
環
境

づ
く
り
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

ま
た
、
本
年
度
に
予
算
措
置
し

ま
し
た
が
、
障
が
い
者
等
に
優

し
い
校
舎
づ
く
り
な
ど
、
毎
年

多
く
の
現
場
か
ら
の
予
算
要
求

に
対
し
誠
意
を
も
っ
て
対
応
し

て
参
っ
た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
安
心
・
安
全
の
た

め
の
環
境
づ
く
り
も
必
要
と
思

い
ま
す
が
、
学
力
の
向
上
が
求
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況
で
す
か
ら
住
民
の
理
解
を
得
、

議
会
の
同
意
を
得
、
そ
し
て
職

員
を
納
得
さ
せ
る
事
も
町
長
の

役
目
だ
と
思
い
ま
す
が
、
今
後

ど
の
よ
う
な
考
え
方
で
進
め
て

行
く
の
か
、
お
伺
い
し
ま
す
。

　

最
初
に
単
独
で
の
町
づ
く
り

を
行
な
う
た
め
、
行
財
政
改
革

に
取
組
ん
で
来
た
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。
国
、
北
海
道
の
動

向
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
３
年

間
で
財
政
的
に
は
、
何
と
か
単

独
で
行
け
る
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　

こ
の
３
年
間
の
財
政
推
計
を

見
な
が
ら
、
先
程
お
話
し
ま
し

た
ソ
フ
ト
的
な
事
業
を
進
め
て

参
り
ま
し
た
。
竹
ヶ
原
議
員
の

ご
質
問
で
す
が
、
財
政
的
な
基

盤
が
確
立
さ
れ
た
と
言
う
事
が

効
果
と
し
て
表
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

　

限
ら
れ
た
財
源
で
す
が
、
平

成　

年
度
予
算
は
町
単
独
で
行

２０
な
う
事
業
を
盛
り
込
ん
だ
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

財
政
状
況
を
見
な
が
ら
行
政
を

推
進
し
て
参
り
た
い
と
強
く
思

っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
竹
ヶ
原
議
員
ご
指

摘
の
よ
う
に
、
公
式
な
報
告
会

や
意
見
を
聞
く
懇
談
会
等
は
開

催
し
て
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

各
種
団
体
の
総
会
等
で
色
々

な
形
で
情
報
を
町
民
に
知
ら
せ

て
お
り
ま
す
が
、
竹
ヶ
原
議
員

言
わ
れ
ま
す
よ
う
に
一
般
住
民

の
意
見
を
聞
く
こ
と
も
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
前
向
き
に
対
処
し

て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
の
で
ご
理
解
願
い
ま
す
。

　

当
町
の
出
生
数
は
、
平
成　
１６

年
が　

人
で
あ
り
ま
し
た
が
、

５０

平
成　

年
に
お
い
て
は
、　

人

１８

２７

と
な
り　

人
が
減
少
し
て
お
り

２３

ま
す
。

　

全
国
的
に
も
少
子
化
傾
向
が

続
い
て
お
り
、
当
町
も
例
外
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

各
保
険
者
か
ら
支
給
さ
れ
る

出
産
育
児
一
時
金
は
、　

万
と

３５

記
憶
し
て
お
り
ま
す
が
出
産
に

要
す
る
費
用
が
多
額
と
な
っ
て

い
る
こ
と
が
少
子
化
の
一
因
と

な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
第
二
子
以

上
を
出
産
し
た
場
合
に
、
例
え

ば
少
子
化
対
策
奨
励
金
な
ど
と

し
て
町
独
自
の
給
付
を
す
る
考

え
が
、
あ
る
か
ど
う
か
町
長
の

考
え
方
を
お
伺
い
し
ま
す
。

　

中
川
議
員
の
一
般
質
問
に
お

答
え
を
致
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

中
川
議
員
ご
指
摘
の
よ
う
に
、

全
国
的
に
も
少
子
化
・
高
齢
化

社
会
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

当
町
の
出
生
状
況
で
あ
り
ま

す
が
、
平
成　

年
が　

人
、　

１６

５０

１７

年
が　

人
、　

年
が　

人
と
急

３９

１８

２７

め
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
教

育
委
員
会
と
一
層
連
携
を
密
に

し
て
教
育
行
政
を
推
進
し
て
参

り
ま
す
。

　

次
に
福
祉
施
策
の
堅
持
で
す

が
、
立
候
補
当
時
の
私
の
考
え

と
し
て
福
祉
を
「
推
進
」
と
言

う
状
況
に
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

財
政
的
な
問
題
も
含
め
、
当

時
の
福
祉
水
準
を
守
る
た
め
の

「
堅
持
」
と
言
う
事
で
言
っ
て

き
た
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
い
こ
い
の

湯
の
建
替
え
、
平
成　

年
度
で

２０

は
、
少
子
化
対
策
な
ど
、
で
き

る
事
か
ら
「
推
進
す
る
」「
促

進
す
る
」
と
前
向
き
に
考
え
て

参
り
た
い
と
思
っ
て
お
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、　

年
度

２０

予
算
に
つ
き
ま
し
て
も
そ
の
部

分
を
考
慮
し
な
が
ら
予
算
付
け

を
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
致
し
ま
し
て
も
、

財
政
が
安
定
し
な
け
れ
ば
、
ま

ち
づ
く
り
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん

の
で
、
今
後
と
も
行
財
政
改
革

を
行
い
な
が
ら
「
元
気
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
て
参
り

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
ま
ち
づ
く
り
に
関

し
て
は
、
町
民
の
代
表
で
あ
る

議
会
議
員
と
協
議
を
し
、
施
策

を
展
開
し
て
参
り
ま
す
が
、
こ

れ
は
、
当
初
か
ら
の
私
の
信
念

で
あ
り
、
今
後
も
変
わ
ら
な
い

基
本
姿
勢
で
あ
り
ま
す
の
で
、

議
員
皆
様
の
ご
協
力
を
再
度
お

願
い
申
し
上
げ
竹
ヶ
原
議
員
へ

の
答
弁
と
致
し
ま
す
。

　

町
長
の
答
弁
を
聞
き
ま
し
て
、

色
々
と
苦
し
い
財
政
の
中
か
ら

努
力
し
て
進
め
て
来
た
事
は
、

私
も
認
め
る
所
で
あ
り
ま
す
。

　

で
す
が
私
自
身
が
行
政
を
見

た
場
合
に
、
何
に
力
を
入
れ
て

い
る
の
か
と
言
う
疑
問
が
あ
る

ん
で
す
。

　

町
長
が
先
頭
指
揮
に
立
っ
て

素
晴
ら
し
い
公
約
を
掲
げ
て
も
、

手
足
に
な
っ
て
働
く
の
が
職
員
、

そ
し
て
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
が
議

会
、
一
番
協
力
を
得
な
く
て
は
、

な
ら
な
い
の
が
住
民
の
皆
さ
ん

で
す
。

　

町
長
に
就
任
し
て
３
年
が
過

ぎ
ま
し
た
が
、
住
民
が
行
政
に

対
し
て
何
を
求
め
、
何
を
望
ん

で
い
る
か
考
え
た
事
が
あ
り
ま

す
か
。

　

今
ま
で
内
部
の
財
政
面
で
苦

慮
さ
れ
て
来
た
事
は
分
か
り
ま

す
が
、
住
民
と
膝
を
交
え
て
話

し
合
う
事
も
必
要
だ
と
思
う
ん

で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
財
政
状
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激
な
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
し
た

が
、
平
成　

年
に
は　

人
と
多

１９

４０

少
回
復
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

過
去
の
デ
ー
タ
を
見
ま
す
と

平
成　

年
か
ら
平
成　

年
ま
で

１１

１４

の
出
生
数
は
平
均
で
、
約
４
１
。

８
人
と
な
っ
て
お
り
、
平
成　
１９

年
の　

人
は
平
均
値
に
近
く
な

４０

っ
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
と
も

少
子
化
は
避
け
ら
れ
な
い
状
況

と
思
っ
て
お
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

少
子
化
の
要
因
は
多
く
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
当
町
で
先
ず

何
が
で
き
る
か
を
検
討
し
た
結

果
と
し
て
、
妊
婦
検
診
に
つ
い

て
は
、
一
般
検
診
の
無
料
化
２

回
を
５
回
に
、
超
音
波
検
診
を

昨
年
ま
で　

歳
以
上
だ
っ
た
年

３５

齢
を
撤
廃
し
、
更
に
は
１
回
の

超
音
波
検
診
か
ら
５
回
と
し
、

全
て
無
料
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
生
ま
れ
た
子

ど
も
の
環
境
づ
く
り
と
し
て
、

平
成　

年
度
よ
り
取
り
組
む
、

２０

幼
稚
園
の
「
預
か
り
保
育
」、
医

療
費
の
無
料
化
を
小
学
校
就
学

前
ま
で
を
中
学
校
卒
業
ま
で
大

き
く
拡
大
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
中

川
議
員
が
提
案
例
と
し
て
い
る

内
容
は
、
第
２
子
・
第
３
子
と

人
口
増
加
に
つ
な
が
る
ご
提
案

で
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
今

後
、
前
向
き
に
こ
の
施
策
を
検

討
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
願
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

平
成　

年
の
出
生
数
は
、　

１８

２７

人
で
す
が
、
第
一
子
、
第
二
子
、

第
三
子
の
内
訳
と
法
的
に
町
独

自
で
支
給
額
を
増
額
す
る
こ
と

が
可
能
で
あ
る
か
。
ま
た
他
の

町
で
、
こ
の
よ
う
な
支
給
を
し

て
い
る
事
例
が
あ
る
か
ど
う
か
。

　

妊
婦
検
診
等
の
無
料
回
数
を

増
や
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の

支
給
に
つ
い
て
も
予
算
的
な
問

題
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
検

討
・
努
力
願
い
ま
す
。

　

平
成　

年
の
出
生
数
の
内
訳

１８

で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
第
一
子
が

　

人
、
第
二
子
が　

人
そ
れ
か

１０

１５

ら
第
三
子
が
１
人
、
第
四
子
が

１
人
で
計　

人
で
ご
ざ
い
ま
す
。

２７

　

他
町
で
の
事
例
と
言
う
質
問

で
あ
り
ま
す
が
渡
島
管
内
で
は
、

実
施
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、

全
道
・
全
国
で
は
、
中
川
議
員

言
わ
れ
る
制
度
を
適
用
さ
れ
て

い
る
所
が
数
箇
所
ご
ざ
い
ま
す
。 　

先
程
言
い
ま
し
た
よ
う
に
、

前
向
き
に
検
討
し
て
参
り
ま
す

の
で
、
ご
了
解
願
い
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

過
去
に
七
飯
町
と
の
合
併
協

議
が
な
さ
れ
た
際
に
、
役
場
等

の
各
課
に
お
い
て
全
て
の
事
務

事
業
の
す
り
合
せ
を
行
な
っ
た

と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
中
で
当

町
に
は
無
い
制
度
や
改
善
で
き

る
事
務
事
業
な
ど
を
当
町
に
取

り
入
れ
た
事
例
が
あ
る
か
ど
う

か
、
お
伺
い
し
ま
す
。

　

中
川
議
員
の
一
般
質
問
に
お

答
え
致
し
ま
す
。

　

七
飯
町
と
の
合
併
協
議
の
事

務
事
業
の
協
議
事
項
に
つ
き
ま

し
て
は
１
、
６
０
０
件
を
超
え

る
事
務
に
つ
い
て
協
議
が
な
さ

れ
ま
し
た
。

　

ご
質
問
は
、
鹿
部
町
に
無
い

制
度
や
改
善
で
き
る
事
務
事
業

な
ど
、
当
町
に
取
り
入
れ
た
事

例
が
あ
る
か
ど
う
か
と
言
う
こ

と
で
あ
り
ま
す
が
、
結
論
を
申

し
上
げ
て
件
数
は
極
め
て
少
な

い
の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
理
由
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

合
併
協
議
を
行
っ
て
い
る
中
で
、

鹿
部
町
独
自
の
事
務
事
業
の
見

直
し
を
並
行
し
て
行
っ
た
結
果
、

平
成　

年
中
に
廃
止
や
事
務
改

１６

善
し
た
項
目
が
あ
り
ま
す
。

　

例
を
申
し
上
げ
ま
す
と
、
た

ば
こ
組
合
に
対
す
る
宣
伝
用
ラ

イ
タ
ー
購
入
経
費
の
廃
止
、
衛

生
組
合
・
物
産
協
会
に
対
す
る

補
助
金
の
廃
止
、
建
設
シ
ョ
ベ

ル
使
用
条
例
・
百
歳
祝
い
金
条

例
の
廃
止
な
ど
が
主
な
も
の
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

合
併
協
議
終
了
と
な
る
平
成

　

年
度
か
ら
廃
止
や
縮
小
を
行

１７っ
た
項
目
は
、
議
会
関
係
で
は
、

議
員
褒
賞
に
関
し
て
、
鹿
部
町

で
は
、
議
員
の
在
籍
年
数
に
応

じ
て
褒
賞
金
を
支
給
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
こ
れ
を
廃
止
。

　

教
育
関
係
で
は
、
教
職
員
研

修
事
業
、
就
学
指
導
員
会
、
生

活
指
導
、
校
内
研
修
等
の
補
助

は
鹿
部
町
独
自
の
も
の
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
合
併
協
議
に
お
い

て
は
、
合
併
時
に
廃
止
で
調
整

さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
補
助

金
等
の
削
減
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。

　

合
併
破
綻
後
の
、
平
成　

年
１６

　

月
に
は
行
財
政
改
革
計
画
を

１２

策
定
し
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り

施
策
に
着
手
し
て
お
り
ま
し
て
、

議
員
定
数
の
削
減
や
退
職
職
員

の
不
補
充
、
各
種
団
体
等
の
補

助
金
の
見
直
し
な
ど
を
行
っ
て

お
り
ま
す
が
、
平
成　

年
度
以

１７

降
、
七
飯
町
を
参
考
に
し
て
新

た
に
導
入
し
た
も
の
と
し
て
は
、

特
に
、
福
祉
関
係
で
は
、
鹿
部

町
に
な
い
制
度
が　

項
目
程
あ

２０

り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
精
神

障
が
い
者
居
宅
介
護
事
業
、
精

神
障
が
い
者
短
期
入
所
事
業
や

精
神
障
が
い
者
短
期
入
所
事
業

等　

の
事
業
を
実
施
し
て
お
り

１３
ま
す
。

　

最
後
に
、
合
併
協
議
に
よ
る

事
務
事
業
の
す
り
合
わ
せ
を
行

っ
た
作
業
は
、
他
の
町
の
制
度

や
事
務
事
業
の
進
め
方
な
ど
大

変
有
意
義
な
期
間
で
あ
っ
た
こ

と
も
事
実
で
あ
り
ま
し
て
、
こ

れ
か
ら
も
参
考
と
す
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

以
上
答
弁
申
し
上
げ
、
ご
理

解
を
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

町
長
の
任
期
も
後
、
残
す
と

こ
ろ
１
年
を
切
っ
て
お
り
ま
す
。

　

よ
り
以
上
、
行
財
政
改
革
を

進
め
る
た
め
に
も
、
再
度
、
検

証
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
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��������� （１０）

今
年
同
様
に
早
期
に
漁
の
終
了

を
余
儀
な
く
さ
れ
、
漁
業
者
は

勿
論
、
水
産
加
工
業
者
や
加
工

業
者
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
パ
ー

ト
従
業
員
、
運
送
会
社
、
食
堂
、

商
店
街
な
ど
地
域
経
済
全
体
に

大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

　

沿
岸
漁
業
者
の
経
営
安
定
と

資
源
保
護
の
た
め
に
も
、
海
区

の
調
整
や
底
び
き
船
の
漁
獲
枠

の
減
少
を
求
め
る
運
動
を
起
こ

し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
町
長
の

考
え
を
お
伺
い
致
し
ま
す
。

　

盛
田
議
員
の
一
般
質
問
に
お

答
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
初
に
、
町
内
漁
業
者
の
水

揚
げ
減
少
に
伴
い
、
議
員
ご
指

摘
の
水
産
加
工
業
者
や
加
工
業

者
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
パ
ー
ト

従
業
員
、
運
送
会
社
、
食
堂
、

商
店
街
な
ど
地
域
経
済
全
体
に

対
す
る
影
響
が
大
き
い
こ
と
は

私
も
同
感
で
あ
り
ま
す
。

　

Ｔ
Ａ
Ｃ
は
、
魚
種
ご
と
に
漁

獲
で
き
る
総
量
を
定
め
る
こ
と

に
よ
り
資
源
の
維
持
ま
た
は
回

復
を
図
ろ
う
と
す
る
制
度
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
海
域
・
地
区
ご
と

に
協
議
会
組
織
が
結
成
さ
れ
資

源
保
護
対
策
に
鋭
意
取
り
組
ん

で
い
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
底
び
き
船

に
よ
る
沿
岸
域
で
の
操
業
に
つ

き
ま
し
て
は
、
資
源
保
護
上
あ

ま
り
好
ま
し
く
な
い
漁
法
と
私

も
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
Ｔ
Ａ
Ｃ
決
定

２０

に
あ
た
り
、
国
の
水
産
政
策
審

議
会
に
お
い
て
、
漁
期
の
開
始

を
遅
ら
せ
る
こ
と
、
網
の
数
を

減
ら
す
こ
と
な
ど
の
管
理
計
画

を
策
定
し
漁
獲
量
の
平
準
化
に

取
り
組
む
こ
と
が
決
ま
っ
て
お

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

漁
期
を
遅
ら
せ
る
こ
と
な
ど

は
、
沿
岸
で
の
水
揚
げ
に
つ
な

が
る
事
を
期
待
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
に

致
し
ま
し
て
も
、
漁
協
・
協
議

会
の
考
え
方
も
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
に
関
す
る
行
動
要
請
等
が

あ
れ
ば
、
漁
協
と
協
議
を
し
、

歩
調
を
合
わ
せ
て
参
り
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理

解
を
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

昔
は
、
鹿
部
で
も
小
型
船
の

底
び
き
を
や
っ
て
い
ま
し
た
が
、

資
源
が
枯
渇
す
る
と
言
う
事
で

止
め
た
訳
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
ス
ケ
ソ
ウ
ば
か

り
で
な
く
カ
レ
イ
で
も
タ
コ
で

も
、
エ
ビ
も
何
で
も
獲
っ
て
し

ま
う
近
海
で
の
底
び
き
船
は
、

沿
岸
漁
業
の
敵
だ
と
言
う
事
で
、

日
本
中
の
沿
岸
漁
業
者
は
反
対

し
て
来
ま
し
た
。

　

以
前
は
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
と
言
う
も

の
が
無
か
っ
た
訳
で
す
が
、
今

は
獲
る
数
量
も
決
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
。

　

水
産
庁
は
、
資
源
が
減
少
す

る
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、
底
び

き
船
を
廃
止
し
て
資
源
を
守
る

べ
き
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
ま
ま
で
は
、
今
年
同
様

に
操
業
停
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

漁
業
者
の
死
活
問
題
と
な
り
ま

す
。

　

海
区
の
問
題
も
あ
り
ま
す
が
、

我
々
は
漁
民
の
生
活
を
守
る
た

め
の
運
動
を
起
こ
し
て
行
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
が
、
再
度
、
町
長
の
考

え
方
を
お
伺
い
し
ま
す
。

　

底
び
き
船
に
よ
る
沿
岸
操
業

と
言
う
事
で
あ
り
ま
す
が
、
私

も
以
前
か
ら
危
惧
し
て
お
り
ま

し
た
。

す
。

　

以
前
、
合
併
は
別
と
し
て
、

役
場
内
で
職
員
の
研
究
会
を
立

ち
上
げ
る
と
言
う
こ
と
が
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
後
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
、

お
伺
い
し
ま
す
。

　

執
行
方
針
で
も
申
し
上
げ
て

お
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
行

財
政
改
革
を
引
き
続
き
進
め
て

行
く
こ
と
に
変
わ
り
な
い
訳
で

あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
前
向
き
に
進
め
て
行

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

職
員
の
研
究
会
と
言
う
こ
と

で
す
が
、
そ
の
検
証
を
含
め
て

担
当
課
の
企
画
振
興
室
で
や
っ

て
行
く
事
に
な
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
ご
了
解
願
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

皆
様
方
も
ご
承
知
の
と
お
り

平
成　

年
度
は
道
南
太
平
洋
海

１９

域
等
、
す
け
と
う
だ
ら
の
Ｔ
Ａ

Ｃ
が
減
ら
さ
れ
た
影
響
で
盛
漁

期
に
も
か
か
わ
ら
ず
漁
の
終
了

を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
漁
業
者
は
道
南
太
平

洋
海
域
の
ス
ケ
ソ
ウ
Ｔ
Ａ
Ｃ
北

海
道
知
事
管
理
量
を
増
や
し
て

ほ
し
い
と
要
求
し
ま
し
た
が
、

水
産
庁
か
ら
は
、
資
源
が
減
少

の
傾
向
に
あ
り
、
減
ら
す
こ
と

は
で
き
て
も
増
や
す
こ
と
は
で

き
な
い
と
の
回
答
と
聞
い
て
お

り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
同
海

域
の
固
定
刺
し
網
漁
業
に
対
し
、

未
消
化
枠
の
５
、
０
０
０
ト
ン

が
認
め
ら
れ
４
万
６
千
ト
ン
に

な
り
操
業
を
続
け
た
と
伺
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
こ
数
年
の
漁
場
が
胆
振
沖

に
偏
っ
て
い
る
の
で
渡
島
側
の

小
型
船
は
、
回
遊
し
て
く
る
の

を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
訳

で
す
。

　

そ
の
鼻
先
で
底
び
き
船
が
操

業
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ま
ま
で
あ
れ
ば
、
更
に

資
源
の
減
少
が
続
き
、
ま
た
、
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���������（１１）

　

盛
田
議
員
言
わ
れ
る
よ
う
に
、

資
源
保
護
か
ら
す
る
と
何
で
も

獲
る
と
言
う
事
か
ら
、
好
ま
し

く
な
い
漁
法
と
私
も
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

や
は
り
、
ス
ケ
ソ
ウ
が
獲
れ

な
い
と
言
う
事
は
、
町
の
経
済

に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　

Ｔ
Ａ
Ｃ
や
海
区
な
ど
の
関
係

は
、
漁
協
の
方
の
管
轄
で
あ
り

ま
す
の
で
、
漁
協
と
十
分
協
議

し
な
が
ら
考
え
て
参
り
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
了

承
願
い
ま
す
。
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第
１
回
臨
時
会
は
、
１
月　
１８

日
に
開
催
さ
れ
、
次
の
事
項
に

つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
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地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
、

平
成　

年　

月　

日
付
け
で
専

１９

１２

１０

決
処
分
し
た
も
の
で
す
。

　

内
容
は
、
道
路
詳
細
調
査
に

よ
り
、
設
計
変
更
が
生
じ
た
こ

と
か
ら
駒
ケ
岳
演
習
場
障
害
防

止
対
策
事
業
設
計
委
託
料　

万
５７

８
千
円
を
追
加
措
置
し
た
も
の

で
す
。
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平
成　

年　

月　

日
付
け
で

１９

１２

２５

専
決
処
分
し
た
も
の
で
す
。

　

内
容
は
、
灯
油
の
高
騰
に
よ

る
低
所
得
者
に
対
す
る
特
別
助

成
措
置
を
実
施
す
る
た
め
、
１

百　

万
円
を
追
加
措
置
し
た
も

８２
の
で
す
。
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歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
千
５

百　

万
１
千
円
を
追
加
し
、
予

６０
算
総
額　

億
５
千
２
百　

万
８

２５

４７

千
円
と
し
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
平
成　

年
度
の
国

１９

債
事
業
と
し
て
の
追
加
配
分
の

指
示
に
よ
っ
て
、
駒
ヶ
岳
演
習

場
障
害
防
止
対
策
事
業
工
事
請

負
費
３
千
５
百　

万
１
千
円
を

６０

追
加
し
た
も
の
で
す
。

�
�
�
�
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し
か
べ
間
歇
泉
公
園
の
管
理

及
び
入
込
み
状
況
に
つ
い
て

�
�
�
�
�
�

　

平
成　

年
１
月　

日

２０

１８

�
�
�
�
�

　

担
当
課
よ
り
関
係
資
料
に
基

づ
き
説
明
を
受
け
現
地
視
察
後
、

質
疑
を
行
っ
た
。

�
�
�
�
�

　

し
か
べ
間
歇
泉
公
園
は
、
地

域
の
活
性
化
と
観
光
の
目
玉
と

し
て
平
成　

年
４
月　

日
開
園

１１

２０

し
、
初
年
度
は
９
１
、
９
３
１

人
の
入
園
者
数
と
な
っ
た
が
翌

年
の　

年
度
に
は
６
２
、
４
５

１２

８
人
と
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
。

そ
の
後
、
ホ
テ
ル
・
旅
館
な
ど

更
に
は
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
な
ど
を

活
用
し
た
Ｐ
Ｒ
効
果
が
表
れ
、

平
成　

年
度
に
は
７
５
、
３
７

１３

０
人
と
な
っ
た
。

　

以
後　

年
度
か
ら　

年
度
ま

１４

１６

で
は
、
８
万
人
以
上
の
入
園
者

数
で
推
移
し
て
い
た
が　

年
度

１７

よ
り
減
少
傾
向
と
な
り
、　

年
１８

度
実
績
に
お
い
て
は
、
６
５
、

０
４
０
人
、
開
園
後
９
年
目
を

迎
え
た
平
成　

年　

月
末
現
在

１９

１２

で
は
４
８
、
１
３
８
人
の
入
園

者
数
と
な
っ
て
お
り
、
前
年
度

を
大
き
く
下
回
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。

　

減
少
の
要
因
は
種
々
あ
る
と

思
わ
れ
る
が
道
内
観
光
で
は
、

旭
山
動
物
園
、
富
良
野
周
辺
そ

し
て
世
界
遺
産
と
な
っ
た
知
床

へ
観
光
客
が
流
れ
て
い
る
も
の

と
推
察
さ
れ
る
。
ま
た
、
函
館

市
を
含
め
道
南
地
方
の
観
光
客

も
減
少
傾
向
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
鹿
部
町
全
体
の
観
光
客

入
込
み
に
も
大
き
く
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

間
歇
泉
公
園
の
管
理
状
況
で

あ
る
が
現
在
、
管
理
人
４
名
を

雇
用
し
入
園
券
の
販
売
や
施
設

内
の
清
掃
な
ど
を
常
時
２
名
体

制
で
実
施
し
て
い
る
。

　

今
年
度
の
収
支
見
込
で
あ
る

が
、
入
園
料
１
千
７
百　

万
円

５０

の
収
入
を
見
込
ん
で
い
る
が
、

入
園
者
の
減
少
に
よ
り
減
額
と

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　

一
方
、
年
間
の
運
営
経
費
は

賃
金
・
維
持
管
理
費
な
ど
を
含

め
予
算
額
で
１
千
８
百
４
万
１

千
円
を
計
上
し
て
い
る
が
年
度

末
ま
で
に
、
ほ
と
ん
ど
が
支
出

さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
、

入
園
者
数
の
減
少
に
よ
っ
て
、

支
出
が
収
入
を
上
回
る
こ
と
が

確
実
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
あ
る

の
で
、
し
か
べ
間
歇
泉
公
園
に

再
び
訪
れ
る
た
め
の
更
な
る
施

設
づ
く
り
が
課
題
と
さ
れ
て
い

る
が
、
鹿
部
の
観
光
の
活
性
化

と
間
歇
泉
公
園
の
入
園
増
を
図

る
た
め
に
は
、
町
内
の
関
係
機

関
と
の
連
携
は
勿
論
の
こ
と
、

函
館
市
を
中
心
と
し
た
渡
島
・

檜
山
の
道
南
圏
に
お
け
る
広
域

観
光
も
視
野
に
入
れ
た
検
討
が

必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

現
在
、
観
光
施
設
の
整
備
等

に
つ
い
て
、
庁
舎
内
及
び
関
係

団
体
と
協
議
検
討
を
始
め
て
い

�
��
�

�
�
�
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�
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委
員
長　

竹
ヶ
原
公
勝

　
　

副
委
員
長　

浦　
　

梅
吉

　
　

委　
　

員　

伊
藤　

辰
男

　
　

委　
　

員　

千
葉　

光
義

　
　

委　
　

員　

吉　
　

英
樹



��������� （１２）

　

ま
た
、
医
療
費
は
年
々
増
加

し
て
お
り
、
平
成　

年
度
実
績

１８

で
は
、
医
療
費
の
総
額
が
４
５

９
、
７
５
７
、
１
４
７
円
で
１

件
当
た
り
の
医
療
費
に
す
る
と

２
０
５
、
８
９
２
円
が
給
付
さ

れ
て
い
る
。

　

平
成　

年
１
月　

日
現
在
の

２０

１０

滞
納
件
数
は
、
現
年
度
分
（　
１９

年
度
）
で
３
３
４
件
、
滞
納
額

で
４
４
、
１
５
６
、
２
８
５
円
、

過
年
度
分
（
滞
納
繰
越
）
が
２

３
６
件
、
滞
納
額
で
１
３
７
、

１
２
０
、
４
６
４
円
と
な
っ
て

い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
た

経
緯
に
は
、
長
期
的
な
不
況
も

影
響
し
て
い
る
が
、
国
民
の
義

務
と
し
て
の
納
税
意
識
の
低
下

に
よ
る
こ
と
が
大
き
な
一
因
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

滞
納
者
の
収
納
対
策
に
つ
い

て
は
、
日
々
の
努
力
は
認
め
ら

れ
る
も
の
の
、
成
果
は
あ
が
ら

ず
新
た
な
手
法
を
取
り
入
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
が
、
何

ら
措
置
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に

見
受
け
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
資
格
証
明
書
の
発
行

及
び
渡
島
・
檜
山
滞
納
整
理
機

構
の
活
動
に
対
し
て
も
、
大
き

な
効
果
を
期
待
す
る
も
と
で
あ

る
が
、
効
果
も
薄
れ
て
き
て
い

る
状
況
に
あ
る
。

　

こ
の
、
危
機
的
な
状
況
を
脱

す
る
た
め
に
は
、
全
庁
一
丸
と

な
っ
た
強
力
な
収
納
体
制
を
確

立
さ
せ
る
と
伴
に
滞
納
世
帯
の

状
況
に
関
す
る
情
報
管
理
の
一

元
化
等
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

る
。

　

更
に
医
療
費
や
受
診
率
が
増

加
傾
向
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
多
重
受
診
の
防
止
策
と
し

て
、
被
保
険
者
と
一
体
と
な
っ

た
個
々
に
対
す
る
保
健
指
導
が

重
要
で
あ
る
。

　

本
事
業
勘
定
特
別
会
計
の
健

全
運
営
の
た
め
に
も
、
充
実
し

た
検
診
事
業
の
継
続
や
保
健
師

の
指
導
強
化
に
よ
り
、
医
療
費

の
抑
制
に
努
力
を
期
待
す
る
も

の
で
あ
る
。

る
が
、
そ
れ
ら
で
協
議
さ
れ
た

結
果
内
容
に
基
づ
き
進
め
ら
れ

る
整
備
計
画
が
将
来
に
わ
た
る

道
南
圏
及
び
鹿
部
町
の
観
光
と

産
業
の
基
盤
整
備
に
つ
な
が
る

も
の
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、

民
間
並
び
に
関
係
団
体
等
か
ら

知
恵
を
結
集
し
、
積
極
的
な
協

議
が
さ
れ
る
よ
う
配
慮
願
い
た

い
。

　

ま
た
、
鹿
部
町
の
海
と
温
泉

を
有
効
活
用
し
、
そ
れ
ら
の

食
・
自
然
環
境
等
を
生
か
し
た

整
備
事
業
が
早
期
に
推
進
さ
れ

る
こ
と
を
望
む
も
の
で
あ
る
。

�
�
�
�
�

　

鹿
部
町
国
民
健
康
保
険
事
業

勘
定
特
別
会
計
の
運
営
状
況
に

つ
い
て

�
�
�
�
�
�

　

平
成　

年
１
月　

日

２０

１８

�
�
�
�
�

　

担
当
課
よ
り
資
料
に
基
づ
き

説
明
を
受
け
、
質
疑
を
行
っ
た
。

�
�
�
�
�

　

鹿
部
町
の
国
民
健
康
保
険
事

業
勘
定
特
別
会
計
は
、
平
成　
１５

年
度
か
ら
赤
字
に
転
じ　

年
度

１８

末
ま
で
の
累
積
赤
字
額
が
２
千

２
百　

万
７
千
円
と
な
り
危
機

８１

的
な
状
況
に
陥
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
要
因
と
し
て
、
国

民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
数
及

び
医
療
費
の
増
加
な
ど
が
考
え

ら
れ
る
。
不
況
の
長
期
化
に
よ

る
収
納
率
の
低
下
及
び
滞
納
額

の
増
加
が
財
政
運
営
に
大
き
な

支
障
を
与
え
て
い
る
も
の
と
思

わ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
あ
っ

て
、
平
成　

年
度
は
歳
入
見
込

１９

み
額
８
億
２
千
５
百　

万
８
千

９２

円
に
対
し
、
歳
出
見
込
み
額
は

８
億
６
千
６
百　

万
１
千
円
で

５０

前
年
度
に
引
き
続
き
歳
入
不
足

と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　

平
成　

年　

月
末
現
在
に
お

１９

１２

け
る
国
民
健
康
保
険
の
加
入
状

況
で
あ
る
が
、
１
、
１
５
１
世

帯
で
２
、
９
３
３
人
が
加
入
し

て
お
り
、
総
人
口
に
占
め
る
加

入
率
は　

。　

％
で
管
内
の
市

６１

５１

町
と
比
較
し
て
も
加
入
割
合
が

高
い
状
況
に
あ
る
。

�
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�
�
�
�
�
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委
員
長　

佐
藤　

頼
幸

　
　

副
委
員
長　

中
川　
　

一

　
　

委　
　

員　

盛
田　

鐵
次

　
　

委　
　

員　

小
林　
　

勲

　
　

委　
　

員　

野
田　

重
毅
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委
員
長　

伊
藤　

辰
男

　
　

副
委
員
長　

吉　
　

英
樹

　
　

委　
　

員　

盛
田　

鐵
次

　
　

委　
　

員　

竹
ヶ
原
公
勝
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　この度、議会活動の使命達成
に努め、地方自治の発展に寄与
した功績が認められ、千葉副議
長が渡島町村議会議長会から表
彰されました。
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（開催日が近くなりましたら町防災行政無線でお知らせします。）

～傍聴手続きは簡単です。～
傍聴席の入り口にある傍聴人名簿に住所と氏名を記入するだけです。
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　　昨年、１０代から２０代の方を中心に麻しん（はしか）が大流行し、道内においても中学校、高校、大学
などの休校が相次ぎ、多くの学校が休校の処置をとるなど社会的な問題となりました。大学生以下の世
代では、麻しんの予防接種を１回しか受けていないため、その後、免疫力が低下していることが原因と
考えられます。

��������	�
����

　　麻しんは、一般的には「はしか」と呼ばれているウイルス性の感染症です。免疫を持っていない人が
感染すると、ほぼ１００％発症すると言われています。感染者からのせきやくしゃみなどで、人から人へ感
染したり、空気感染又は接触感染します。感染してから１０日後に、発熱や咳、鼻水といった風邪のよう
な症状が現れ、２～３日熱が続いたあと、３９℃以上の高熱と発疹が現れます。重症化すると、肺炎や中
耳炎を合併することもあり、患者１，０００人に１人の割合で脳炎が発症すると言われています。麻しんの
感染を予防するためには、予防接種を受けることが、最も効果的です。

�������	
����������

　　平成２０年から５年間の時限措置として厚生労働省は、麻しんの予防接種を１回しか受けていない年代
に対し２回目の予防接種を受ける機会を設けることにしました。

　�����

��������	
��
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　　　　　　（平成７年４月２日～平成８年４月１日生まれの方）
��������	
��
���

　　　　　　（平成２年４月２日～平成３年４月１日生まれの方）

　� � � �

　　町内での集団接種と医療機関での個別接種を実施します。実施時期については現在、調整中です。対
象者には、別途、個人通知します。接種料金は無料です。
　　使用するワクチンは原則として麻しん風しん混合ワクチン（ＭＲワクチン）になります。また、対象
となる年齢の方で、これまでワクチン接種を一度も受けていない方、今まで麻しんにかかったことのな
い方については、今回の定期予防接種を受けた後、４週間以上あけてから、任意による２回目の予防接
種を受けるようにしましょう。

���������	
�����

　　１歳～２歳の間に接種する第１期及び小学校就学１年前に接種する第２期の予防接種も忘れずに受け
ましょう。麻しん又は風しんは１歳～２歳の間にかかる可能性が高いので、１歳になったらなるべく早
く１期の予防接種を受けることが重要です。
　　第１期の麻しん風しん予防接種は毎月１回集団接種を実施しています。詳しい日程は健康カレンダー
をご覧下さい。また、第２期の麻しん風しん予防接種は平成２０年８月からの実施を予定しています。対
象者には別途、通知します。
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　勉強が一段と難しくなる、大
事な中学校生活の始まりです。
４６名の新入生が、慣れない制服
姿で入学式に臨みました。

���������

　４２名の児童が、お兄さん・お姉さんの仲
間入りとなる入学式に出席しました。担任
の先生に名前を呼ばれた新１年生は、明る
い笑顔で元気な返事をしていました。
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今年の入園児　　年少　　３６名
　　　　　　　　年中　　　１名　　計３７名が入園しました。
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　今月は、旬の春キャベツをたっぷり食べられる料理を紹介します。
　キャベツはアブラナ科に属しており、カリフラワーやブロッコリーの仲間です。作物として成立したのは南
ヨーロッパと考えられており、日本には幕末に渡来し明治末期から大正期にかけて栽培量が増えおなじみの淡
色野菜となりました。
　かつてはキャベツ、カンラン�甘藍�、タマナという３つの呼び名がありました。キャベツは英語の��������か
らきたもので一般的な呼び方、カンランは主として官公庁での呼び方、そしてタマナは市場で用いられていま
した。
　キャベツには風邪の予防や肌荒れ防止に効果のあるビタミン�がたっぷり含まれているため、千切りなど生
で食べる時は水にさらし過ぎないのが上手に食べるポイントです。また、胃腸障害に有効とされるビタミン�
が含まれています。
　今回は蒸し煮なので肉の余分な脂身が落ちてかつキャベツをたっぷり食べられるヘルシーなメニューです。

�������	
���

�����
　　１．ひき肉をボウルに入れ、玉ねぎのみじん切り、塩、こしょう、
　　　　溶き卵、小麦粉を加えて手で十分に混ぜ、種を作る。
　　２．小さめのボウルに、キャベツ→１を塗る→キャベツの順に重ねて行く。
　　３．蒸気の上がった蒸し器で約２５分位蒸す。
　　４．鍋にソースの材料を入れて火にかけて混ぜ合わせる。
　　５．蒸し上がったキャベツを切り、ソースをかけて完成。
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○栄養価（１人分）　エネルギー：２９６����、たんぱく質：１８．０�、脂質：１５．３�、炭水化物：２２．９�、食塩相当量：２．３�
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新旧期別

６月１日から同月３０日まで６月１日から同月３０日まで１期

８月１日から同月３１日まで８月１日から同月３１日まで２期

１０月１日から同月３１日まで１０月１日から同月３１日まで３期

１２月１日から同月２８日まで４期

������

新旧期別

５月１日から同月３１日まで５月１日から同月３１日まで１期

７月１日から同月３１日まで７月１日から同月３１日まで２期

９月１日から同月３０日まで９月１日から同月３０日まで３期

１１月１日から同月３０日まで４期

�������
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　町税滞納者で平成１９年度において渡島・檜山地方税滞納整理機構へ依頼した鹿部町分の収納状況
について、下記のとおり公表します。

　町では平成２０年度も渡島・檜山地方税滞納整理機構に１２件を依頼しており、預貯金、給与等の差
押を執行する等、厳しい滞納整理をすることとなっております。
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　　渡島、檜山管内の１７市町が構成団体となり、市町が単独で徴収が困難な滞納事案を引受け、差
押や公売等の強制的な滞納処分により、地方税の徴収を専門に行う一部事務組合です。
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収納率収納金額依頼金額依頼件数

４０．６６％６，８３３，１９７円１６，８０４，８０６円１３件
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５４２．１かじか１１０．２すけそ
９０．１平目４６，９７１７４．５たこ
５９６４．０たら１４８０．２ます
３，６４１３１．３つぶ２，５７５６．３かれい
６７７０．４えび３３，０２９１１．４なまこ

４７８，７８０４，０９７．６ほたて２０．１油子
１９２１．０その他魚類１２０．１黒そい

１０．１ほっけ
５６６，６９９４，２２９．５合計１０．１がや

���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

窃盗犯認知件数全刑法犯
認知件数 計自動車盗車上狙い侵入盗

２件０件０件０件２件町　内

�������	
�����

物損事故傷者数死者数発生件数

３件１人０人１件町　内

�������	
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　森警察署では、今年７月に開催される「北海道洞爺湖サミット」に向けて、警備強化を行っております。
　北海道洞爺湖サミット成功のために、皆様のご協力とご理解をお願いします。
　今年に入り、減少していた刑法犯の発生件数が３月は一転、増加しました。
　車から離れる時は、必ず施錠し、車内に貴重品を置かないようにしましょう。

�������	
����
３月に観測された駒ケ岳の状況についてお知らせします。
������昭和４年火口の噴煙の高さは火口縁上５０m以下で推移し、噴煙活動は静穏な状況が続いています。
������今期間観測された地震はありませんでした。
　　　　　　火山性微動は観測されませんでした。
������ＧＰＳ連続観測では、季節変動の影響も見られますが、わずかな山体膨張を示す基線長の伸びの

傾向が引き続き認められています。
�������	
��

※　火山情報は、札幌管区気象台ホームページでも閲覧することができます。ＵＲＬ：�����������	
�������
������
※　駒ケ岳の火山噴火警戒レベルは１です。

３月２月１月１２月１１月１０月９月８月７月６月５月４月

０１２１３２１４３０２１剣ヶ峯東地震回数
（山頂火口原附近）　　

０００００１０１１０００観測点Ａ地震回数
（赤井川登山道６合目附近）

００００００００００００観測点Ａ微動回数
（赤井川登山道６合目附近）
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近
年
、
我
が
国
入
国
、
在
留
す

る
外
国
人
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、

我
が
国
に
与
え
る
影
響
は
大
き
く

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
政
府
で

は
、
毎
年
６
月
を
「
外
国
人
労
働

者
問
題
啓
発
月
間
」
と
定
め
、
啓

発
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成　

年　

月
１
日
か
ら
施
行

１９

１０

さ
れ
た
改
正
雇
用
対
策
法
で
は
、

外
国
人
を
雇
用
す
る
す
べ
て
の
事

業
主
に
対
し
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ

の
届
出
が
義
務
付
け
ら
れ
る
と
と

も
に
、
外
国
人
労
働
者
の
雇
用
管

理
の
改
善
等
に
努
め
る
こ
と
と
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

　

事
業
主
の
方
々
を
は
じ
め
国
民

の
皆
さ
ま
に
は
、
外
国
人
労
働
者

の
適
正
な
就
労
の
促
進
と
不
法
就

労
の
防
止
に
つ
い
て
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�

北
海
道
労
働
局
職
業
安
定
部
職
業

対
策
課

℡：

０
１
１－

７
０
９－

２
３
１
１

（
内
線
３
９
８
３
）
又
は
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。 　

北
海
道
労
働
局　

労
働
監
督
署

（
支
署
）
か
ら
、
最
低
賃
金
法
の

改
正
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

主
な
改
正
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
地
域
別
最
低
賃
金
の
不
払
の
罰

金
額
の
上
限
が�
�
�
�
��
��

�
�
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

○
派
遣
労
働
者
の
最
低
賃
金
は�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
北
海

道
の
最
低
賃
金　

時
間
額
６
４

５
円
（　

年　

月　

日
発
行
）

１９

１０

１９

　

平
成　

年
３
月　

日
以
前
に
石

１３

２６

綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）
に
よ
る
疾
病

で
死
亡
さ
れ
た
労
働
者
の
ご
遺
族

で
時
効
に
よ
り
労
災
保
険
給
付
を

受
け
る
権
利
が
消
滅
し
た
方
に
は

特
別
遺
族
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま

す
が
、
請
求
期
限
は
平
成　

年
３

２１

月　

日
ま
で
で
す
。

２７

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


函
館
労
働
基
準
監
督
署

℡：

０
１
３
８－

２
３－

１
２
７
６
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【実際にあった事例】 
●「医療費を還付します」などと偽って、現金自動預け払い機（ATM）からお金を
　　だまし取ろうとする、いわゆる『振り込め詐欺』目的の電話。 
●銀行の口座番号などを聞き出そうとする電話。
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平成２０年３月３１日現在
（　　）は前月比です

世帯数　１，８０５世帯（＋１）
　男　　２，３０８ 人 （－１５）
　女　　２，４１２ 人 （－２０）
　計　　４，７２０ 人 （－３５）

●６５歳以上の人口 １，１７８人
　高齢化率　　　　２４．８％
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（
注
）お
誕
生
、
お
く
や
み
欄
に
つ
い
て
の

掲
載
は
、
役
場
民
生
課
窓
口
で
掲
載
承
諾

を
頂
い
て
載
せ
て
お
り
ま
す
。


